
本
会
副
会
長
で
あ
り
、
日
本
養
豚
協

会
会
長
の
志
澤
勝
氏
が
心
血
を
注
い
で

き
た
「
養
豚
農
業
振
興
法
」
が
、
去
る

六
月
二
十
日
に
国
会
に
お
い
て
可
決
成

立
し
、
正
式
に
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

本
法
律
は
、
養
豚
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
農
水
大
臣
に
よ
る
基
本
方
針
の

策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
養

豚
農
家
の
経
営
安
定
、
安
全
安
心
な
豚

肉
の
生
産
の
促
進
、
飼
料
自
給
率
の
向

上
等
を
図
る
た
め
の
国
内
由
来
飼
料
の

利
用
増
進
等
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て

養
豚
農
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
も

の
。こ

こ
に
至
る
ま
で
の
志
澤
氏
の
ご
苦

労
が
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
付
け
て
、
業

界
を
リ
ー
ド
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

【
志
澤
氏
談
】

「
こ
の
法
律
は
養
豚
産
業
が
国
益
に

か
な
う
産
業
と
し
て
国
に
認
め
ら
れ
た

証
し
。
こ
れ
を
契
機
に
全
国
の
養
豚
生

産
者
が
よ
り
一
層
団
結
し
、
養
豚
産
業

の
発
展
に
尽
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
法
律
を
軸

と
し
て
、
養
豚
生
産
者
が
安
定
し
た
経

営
を
持
続
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

生
み
出
す
べ
く
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
活
動
を
進

め
る
。
後
継
者
た
ち
が
養
豚
産
業
に
誇

り
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」

�

（
総
務
部
）

第
六
十
回
の
県
畜
産
会
定
時
総
会
が

六
月
二
十
六
日
（
木
）、J
Ａ
グ
ル
―
プ

神
奈
川
ビ
ル
講
堂
で
多
数
の
会
員
並
び

に
来
賓
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
報
告
及
び
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収
支
決
算
、
平
成
二
十
六
年
度
会
費
案

及
び
役
員
選
任
等
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
提
出

議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

報
告
事
項
と
し
て
平
成
二
十
六
年
度
の

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

●
平
成
二
十
五
年
度
収
支
決
算

平
成
二
十
五
年
度
は
、
中
央
畜
産
会

か
ら
の
事
業
縮
小
等
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
、
会
費
の
値
上
げ
や
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

の
新
規
事
業
等
に
よ
り
収
支
改
善
が
図

ら
れ
、
三
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

紙
面
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
人
件
費
、
管
理
費
の
コ

ス
ト
削
減
等
、
一
層
効
率
的
な
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

●
平
成
二
十
六
年
度
事
業
方
針

引
き
続
く
経
済
不
況
の
中
で
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
や
、
畜
産
物
需
要
の
停
滞
、
価

格
の
低
迷
な
ど
、
わ
が
国
畜
産
は
大
き

な
波
に
も
ま
れ
続
け
て
お
り
、
畜
産
農

家
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
経
営
環
境
下

に
あ
り
ま
す
。

家
畜
衛
生
関
係
で
は
、近
隣
の
中
国
、

韓
国
、
台
湾
で
は
、
口
蹄
疫
、
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
も
発
生
が
継

続
し
て
お
り
、
引
き
続
き
防
疫
対
策
、

侵
入
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
畜
産
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
が
、

本
会
と
し
て
は
、
公
募
化
さ
れ
た
各
種

事
業
に
幅
広
く
取
り
組
み
、
効
率
的
、

効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

神
奈
川
県
が
昨
年
度
か
ら
施
策
と
し
て

打
ち
出
し
た
「
出
口
戦
略
」
の
一
環
と

し
て
今
年
度
設
立
さ
れ
た
、「
か
な
が
わ

畜
産
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
の
事
務

局
と
し
て
、
県
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
行
政
機
関
は
も
と
よ
り
、
関

係
団
体
等
と
協
調
・
連
携
を
一
層
強
化

し
、
当
会
の
経
営
の
更
な
る
合
理
化
を

図
り
な
が
ら
、
国
や
県
の
畜
産
行
政
を

補
完
す
る
た
め
の
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算

平
成
二
十
六
年
度
は
、
経
常
収
益

計
七
千
九
十
余
万
円
、
経
常
費
用

六
千
六
百
五
十
余
万
円
で
、
正
味
財
産

減
増
が
四
百
三
十
余
万
円
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
七
夕
＝
七
月
七
日
は
月
曜
日

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
天
の
川
の

両
岸
に
隔
て
ら
れ
て
い
た
牽
牛
と
織
姫

は
年
休
を
と
っ
て
デ
ー
ト
に
来
る
ん
だ

ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
彼
ら
は
自
営
業
な

の
で
自
分
た
ち
で
仕
事
の
都
合
を
つ
け

て
一
年
に
一
度
の
逢
瀬
を
楽
し
む
の
だ

ろ
う
か
？
牽
牛
と
は
牛
を
牽ひ

く
人
。
荷

物
を
運
ぶ
た
め
に
牛
を
飼
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？
現
代
な
ら
ば
定
め
し
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
さ
ん
か
、
そ
れ
と
も
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
？
織
姫
の
方
は
機
織

り
機
で
布
を
織
る
女
性
。
現
代
な
ら
ば

定
め
し
厚
木
ナ
イ
ロ
ン
か
東
洋
レ
ー
ヨ

ン
、
い
や
ユ
ニ
ク
ロ
関
係
の
女
性
か
も

ね
。
牽
牛
は
い
つ
で
も
荷
を
運
べ
る
若

く
て
強
い
牛
を
揃
え
て
お
け
る
よ
う
に
、

牛
の
繁
殖
も
や
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

と
す
る
と
搾
乳
も
や
っ
て
る
は
ず
だ
。

六
月
は
梅
雨
の
季
節
、
日
本
列
島
は

身
体
作
り
は
牛
乳
で

　
　
　
牽
牛
は
育
メ
ン
パ
パ

沖
縄
か
ら
梅
雨
明
け
と
な
り
、
今
年
も

猛
暑
の
夏
の
到
来
。
学
校
で
の
体
育
活

動
中
の
熱
中
症
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
運
動
中
の
水
分

補
給
と
休
憩
が
大
切
な
こ
と
は
勿
論
で

す
が
、
そ
の
前
に
朝
の
身
体
作
り
を
し

っ
か
り
と
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

朝
食
で
カ
ロ
リ
ー
や
タ
ン
パ
ク
を
摂
取

し
、
水
分
も
十
分
に
補
充
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
朝
食
を
食
べ
な

い
若
者
が
多
い
と
の
こ
と
、
そ
ん
な
彼

ら
に
は
朝
の
一
杯
の
牛
乳
が
熱
中
症
、

脱
水
症
予
防
対
策
に
功
を
奏
す
る
こ
と

間
違
い
な
し
。
夏
の
朝
の
冷
た
い
牛
乳

は
一
日
の
活
力
の
源
で
あ
ろ
う
。
新
潟

県
の
三
条
市
で
は
十
二
月
か
ら
四
ヶ
月

間
、
小
学
校
の
全
三
十
校
の
給
食
に
牛

乳
を
出
す
こ
と
を
試
験
的
に
や
め
る
そ

う
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
米
を
は
じ

め
と
す
る
和
食
に
牛
乳
が
合
わ
な
い
か

ら
、と
の
こ
と
。
食
前
に
牛
乳
を
飲
む
小

生
に
と
っ
て
そ
れ
は
理
由
に
な
り
ま
せ

ん
。
食
後
に
飲
ん
で
も
更
に
良
し
、
豚

汁
に
使
う
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
し
ょ

う
。何

し
ろ
哺
乳
類
に
飲
ま
せ
る
た
め
に

母
体
か
ら
出
て
き
た
乳
、
赤
子
が
こ
れ

さ
え
飲
ん
で
い
れ
ば
発
育
す
る
乳
を
、

発
育
中
の
子
供
達
に
与
え
な
い
の
は
も

っ
た
い
な
い
話
。
子
供
達
ば
か
り
で
な

く
、
老
人
ホ
ー
ム
で
も
、
健
康
で
介
護

を
受
け
な
い
身
体
作
り
の
た
め
に
、
良

質
の
タ
ン
パ
ク
供
給
用
と
し
て
牛
乳
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

も
し
、
今
年
の
デ
ー
ト
で
牽
牛
と
織

姫
に
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
た
と
え
織

姫
の
母
乳
量
が
不
足
し
て
も
、
パ
パ
の

牽
牛
が
飼
っ
て
い
る
牛
の
乳
で
補
え
る

か
ら
、
丈
夫
に
育
つ
と
思
う
よ
。
牽
牛

は
牛
乳
を
搾
っ
て
子
供
に
与
え
ら
れ
る

立
派
な
育
メ
ン
パ
パ
だ
。�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

●
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

今
回
は
役
員
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
六
日
現
在
の
役
員
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

会　

長　

髙
桑
光
雄（
農
協
中
央
会
）

副
会
長　

堀
江
則
之（
学
識
経
験
者
）

副
会
長　

志
澤　

勝（
畜
産
振
興
会
）

専
務
理
事　

丹
波
義
彰（
畜
産
会
）

常
務
理
事　

倉
迫　

豊（
畜
産
会
）

〈
理
事
〉

　

竹
内　

仁（
全
農
県
本
部
）

　

石
井
重
満（
県
酪
連
）

　

角
田
克
己（
養
鶏
連
）

　

鳥
海　

弘（
神
奈
川
県
獣
医
師
会
）

　

横
山　

清（
養
豚
協
会
）

　

石
川
久
義（
横
浜
農
協
） 

　

柴
原　

裕（
セ
レ
サ
川
崎
農
協
）

　

永
津
勝
司（
よ
こ
す
か
葉
山
農
協
）

　

大
川
良
一（
さ
が
み
農
協
）

　

宮
﨑
一
美（
湘
南
農
協
）

　

山
田
信
昭（
伊
勢
原
市
農
協
）

　

古
谷
茂
男（
秦
野
市
農
協
）

　

沼
田
照
義（
か
な
が
わ
西
湘
農
協
）

　

篠
﨑
健
一（
相
模
原
市
農
協
）

　

山
口
耕
一（
津
久
井
郡
農
協
）

〈
監
事
〉

　

根
本
芳
明（
全
農
県
本
部
）

　

猪
俣
誠
造（
か
な
が
わ
酪
農
協
）

　

彦
坂　

誠（
神
奈
川
中
央
養
鶏
）

議
案
審
議
が
終
了
後
、
来
賓
を
代
表

し
、
菊
池
県
環
境
農
政
局
農
政
部
長
、

佐
藤
中
央
畜
産
会
事
業
第
二
統
括
部
資

金
・
経
営
対
策
部
長
に
御
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
志
澤
勝
副
会
長
の
閉
会
の

辞
で
盛
会
裏
の
う
ち
に
総
会
の
全
て
を

終
了
し
ま
し
た
。�
（
総
務
部
）

昨
年
秋
か
ら
全
国
的
に
豚
流
行
性
下

痢
（
P
E
D
）
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、

本
県
で
も
五
月
に
発
生
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
考
慮
し
、
平
成
二
十
六
年
度
の

通
常
総
会
は
、
書
面
決
議
に
よ
り
六
月

十
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
、提
出
し
た
議
案（
議

案
並
び
に
報
告
事
項
）
は
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
決
議
事
項
】

一　

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
の

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

二　

一
部
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

三　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

一　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
の
概
要

報
告
に
つ
い
て

二　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

三　

平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

�

（
県
養
豚
協
会
常
務
理
事　

前
田
）

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
畜
産

セ
ン
タ
ー
に
て
、
畜
産
振
興
会
の
第

五
十
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
畜
産

振
興
助
成
事
業
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。畜

産
振
興
会
で
は
、
毎
年
県
内
の
畜

産
振
興
を
目
的
に
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
十
二
団
体
の

十
七
事
業
に
総
額
四
百
五
十
七
万
円
の

助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
関
連
予
算（
三
〇
八
万
五
千
七
百
円
）

も
承
認
さ
れ
、
今
年
は
、
十
月
二
十
六

日
（
日
）
に
家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
、

十
一
月
一
日
（
土
）
に
大
野
山
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
十
一
月
九
日
（
日
）
に
か

な
が
わ
ト
ン
ト
ン
ま
つ
り
の
開
催
も
決

定
し
ま
し
た
。

畜
産
振
興
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
事

業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
本
県
の
畜
産

振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

（
畜
産
振
興
会　

小
島
）

『
三
月
及
び
四
月

�

販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
4
四
半
期
三

月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

六
〇
、〇
〇
〇
円

乳
用
種�

六
一
、三
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
三
日

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
1
四
半
期
四

月
販
売
牛
補
填
金
単
価
（
概
算
払
）

【
通
常
】

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

三
二
、七
〇
〇
円

乳
用
種�

四
〇
、三
〇
〇
円

【
免
除
牛
】

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

二
四
、五
〇
〇
円

乳
用
種�

三
〇
、二
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日

平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
、
補
填
金

単
価
の
算
定
に
当
た
っ
て
利
用
す
る
配

合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
変
更
に
伴

い
、
四
半
期
の
最
終
月
以
外
に
販
売
さ

れ
た
交
付
対
象
牛
に
つ
い
て
、
肥
育
牛

補
填
金
の
概
算
払
を
行
い
ま
す
。
補
填

金
単
価
（
概
算
払
）
は
、
配
合
飼
料
価

格
安
定
制
度
の
当
該
四
半
期
の
補
填
金

が
な
い
と
仮
定
し
て
計
算
し
た
額
よ
り

四
千
円
を
控
除
し
た
額
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
千
円
未
満
の
場
合
は
概
算

払
を
行
い
ま
せ
ん
。

�
（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広

く
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
①
情
報
交
換
・
情
報
の
提

供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、
③
優
良

事
例
・
関
係
機
関
等
の
視
察
、
④
行

政
・
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
等

を
年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
個
々
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
、
神
奈
川
の
畜
産
を
も
り
立
て
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
年
間
五
千
円
と
し
、
家
族

で
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
一
家
族
五
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

新
マ
ル
キ
ン
事
業

か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

「
養
豚
農
業
振
興
法
」
が

　
　
　
　
国
会
で
可
決
成
立

平
成
二
十
六
年
度
一
般
社
団

法
人
神
奈
川
県
畜
産
振
興
会

「
畜
産
振
興
助
成
事
業
」決
定

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
26年6月30日（月）～7月4日（金）
26年7月22日（火）～7月25日（金）

ナイター開催

（
一
社
）神
奈
川
県
畜
産
会

第
六
十
回
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

（
一
社
）神
奈
川
県
養
豚
協
会
定
時

総
会
が
書
面
決
議
に
よ
り
開
催
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密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
排
気
熱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
水
を
作
る
技
術
に
つ
い
て

研究情報
は
じ
め
に

　

畜
産
経
営
内
を
見
渡
し
て
み
る
と
熱

を
利
用
す
る
場
面
が
多
い
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
す
。例
え
ば
子
豚
の
暖
房
に
は
、

電
気
、
ガ
ス
、
温
水
を
利
用
し
た
機
器

が
広
く
普
及
し
て
お
り
、
40
℃
程
度
の

お
湯
を
床
に
通
す
床
暖
房
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
床
暖
房
に
必
要
な
お
湯
を
作
る

た
め
に
は
灯
油
や
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃

料
を
利
用
し
て
水
を
温
め
て
お
湯
に
し

ま
す
。

　

家
畜
か
ら
排
泄
さ
れ
た
ふ
ん
は
、
発

酵
温
度
が
60
℃
以
上
に
達
す
る
堆
肥
化

発
酵
処
理
さ
れ
堆
肥
に
な
り
ま
す
が
、

発
酵
熱
の
大
部
分
は
利
用
さ
れ
ず
に
大

気
に
放
散
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
畜
舎
等
で
熱
を
利
用
す

る
一
方
、
堆
肥
化
施
設
で
発
生
し
た
熱

は
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
も
一
度
は
、
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
堆
肥
化
時
の
発

酵
熱
を
何
か
に
利
用
で
き
な
い
か
？
」

と
。

豚
ぷ
ん
や
鶏
ふ
ん
の
処
理
に

用
い
ら
れ
る
密
閉
縦
型
発
酵
装
置

　

養
豚
場
や
養
鶏
場
に
導
入
さ
れ
て
い

る
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
は
、
断
熱
材
に

覆
わ
れ
た
円
筒
形
の
発
酵
槽
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
名
の
通
り
「
密
閉
」
さ
れ

て
い
ま
す
。
密
閉
さ
れ
た
発
酵
槽
の
上

部
か
ら
ふ
ん
を
投
入
し
、
撹
拌
・
送
風

し
て
堆
肥
化
処
理
を
し
ま
す
。
豚
ぷ
ん

や
鶏
ふ
ん
を
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
で
良

好
に
堆
肥
化
す
る
と
発
酵
槽
内
の
発
酵

温
度
は
、
60
℃
以
上
に
達
し
ま
す
。
発

酵
槽
下
部
か
ら
送
風
さ
れ
た
空
気
は
、

60
℃
以
上
の
堆
肥
化
物
の
間
を
通
っ
て

発
酵
槽
上
部
か
ら
排
気
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
排
気
中
に
含
ま
れ
る
熱
は
利
用
さ

れ
ず
、
脱
臭
槽
を
通
し
て
大
気
に
放
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
を
回
収
す
る
熱
交
換
器

　

最
近
、
加
熱
工
程
を
持
つ
工
場
で
は

高
温
の
廃
熱
を
再
利
用
す
る
た
め
に
熱

交
換
器
が
設
置
さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
の
様
々
な
場
所
で
熱
交

換
器
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

車
の
ラ
ジ
エ
タ
ー
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
空

気
で
冷
却
し
て
い
ま
す
。

　

熱
交
換
器
は
、
図
1
の
よ
う
に
空
気

の
持
つ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
温
側
か
ら

低
温
側
に
移
動
さ
せ
る
装
置
で
す
。
高

温
側
の
空
気
を
冷
却
し
、
逆
に
低
温
側

の
空
気
を
加
温
す
る
も
の
で
す
。
高
温

側
と
低
温
側
も
空
気
は
、
混
じ
り
合
う

こ
と
な
く
、
熱
を
交
換
し
ま
す
。

　

ま
た
、
図
1
の
空
気
を
水
に
換
え
た

場
合
、
空
気
と
同
じ
よ
う
に
水
の
持
つ

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
温
側
か
ら
低
温
側

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高

温
側
の
水
を
冷
却
し
、
逆
に
低
温
側
の

水
を
加
温
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
熱
交
換
器

に
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
か
ら
の
排
気
を

導
入
し
、
水
を
床
暖
房
と
し
て
利
用
可

能
な
40
℃
程
度
の
温
水
に
す
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
灯
油
や
ガ
ス
な
ど
の
燃
料

を
全
く
使
わ
ず
に
子
豚
の
床
暖
房
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
密
閉
縦

型
発
酵
装
置
の
排
気
の
配
管
に
熱
交
換

器
を
接
続
す
る
だ
け
で
、
無
動
力
で
排

気
中
の
熱
を
温
水
と
し
て
回
収
し
、
畜

産
経
営
内
で
有
効
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

（
図
2
）
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
熱
交
換
器
に
よ
り

密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
排
気
熱
を
温
水

と
し
て
回
収
す
る
こ
と
を
目
的
に
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

試
験
方
法

　

当
所
の
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
（
発
酵

容
積
10
㎥
）
に
豚
ぷ
ん
約
6
0
0
㎏

／
日
を
投
入
し
、
製
品
堆
肥
は
、
1
週

間
に
1
回
発
酵
槽
か
ら
排
出
し
ま
し

た
。
試
験
は
、
平
成
26
年
3
月
7
～
10

日
に
実
施
し
ま
し
た
（
ヒ
ー
タ
ー
を
24

時
間
稼
働
）。
試
験
に
用
い
た
熱
交
換

器
は
、
焼
却
器
な
ど
の
高
温
排
気
を
ガ

ス
×
ガ
ス
の
熱
交
換
を
行
う
こ
と
を
想

定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
回

は
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
排
気
温
度

50
℃
程
度
を
想
定
し
、
ガ
ス
×
水
交
換

に
用
い
ま
し
た
。
大
き
さ
は
、
3
6
0

×
3
6
0
×
2
4
5
㎜
と
見
た
目
は
と

て
も
小
さ
な
箱
で
す
が
、
内
部
に
は
熱

交
換
を
行
う
た
め
の
ヒ
ダ
の
よ
う
な
構

造
（
伝
熱
板
）
が
幾
つ
も
積
み
重
な
っ

て
お
り
、
伝
熱
面
積
は
2
・
62
㎡
に
も

達
し
ま
す
（
図
3
）。

　

装
置
の
排
気
は
、全
て
熱
交
換
器（
図

3
）
に
導
入
し
、
水
道
水
と
の
ガ
ス
×

水
の
熱
交
換
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
際
、

熱
交
換
器
へ
の
水
道
水
の
導
入
は
、
水

気
と
排
気
の
温
度
差
は
、
11
・
3
℃
と

な
り
ま
し
た
。
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の

排
気
の
湿
度
は
1
0
0
％
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
熱
交
換
器
を
通
過
す
る
こ

と
で
、
41
・
4
℃
の
飽
和
水
蒸
気
量
と

30
・
1
℃
の
飽
和
水
蒸
気
量
の
差
が
結

露
し
、
結
露
水
が
生
じ
ま
す
。
試
算
で

は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
含
ん
だ
1
日
約
35

㎏
も
の
結
露
水
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

熱
量
を
灯
油
に
換
算
し
て
み
る
と

　

密
閉
縦
型
発
酵
装
置
（
加
温
用
ヒ
ー

タ
ー
を
24
時
間
稼
働
）
の
排
気
風
量
1

㎥
／
分
、
平
均
排
気
温
度
44
・
6
℃
、

湿
度
1
0
0
％
か
ら
算
出
し
た
排
気

中
の
熱
量
は
、
12
・
6
Ｍ
Ｊ
／
時
と
な

り
ま
し
た
。
12
・
6
Ｍ
Ｊ
／
時
の
熱
量

を
灯
油
に
換
算
し
て
み
る
と
、
0
・
34 

ℓ
／
時
と
な
り
ま
す
（
図
5
）。
1
日

あ
た
り
に
す
る
と
8
・
2
ℓ
、
1
年
間

で
2
、9
7
8
ℓ
と
な
り
、
18
ℓ
の
灯

油
缶
約
1
6
5
本
分
の
灯
油
に
換
算

さ
れ
る
熱
量
が
利
用
さ
れ
ず
に
大
気
中

に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
金

額
に
換
算
す
る
と
18
ℓ
の
灯
油
を
1
、

8
0
0
円
と
し
た
場
合
、
29
・
7
万
円

／
年
と
な
り
ま
す
。今
回
の
試
験
で
は
、

排
気
中
の
熱
量
12
・
6
Ｍ
Ｊ
／
時
の
約

半
分
を
温
水
と
し
て
回
収
し
ま
し
た
。

今
後
の
試
験
計
画

　

今
後
は
、
熱
交
換
器
へ
導
入
す
る
水

量
を
変
動
さ
せ
、
水
量
と
水
温
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
畜
舎
等

で
の
温
水
の
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の

排
気
熱
か
ら
子
豚
の
床
暖
房
と
し
て
利

用
可
能
な
40
℃
程
度
の
温
水
が
取
れ
る

条
件
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
40
℃
の

温
水
は
、
お
風
呂
に
ち
ょ
う
ど
良
い
温

度
で
す
の
で
、
縦
型
強
制
発
酵
装
置
で

沸
か
し
た
お
湯
で
お
風
呂
を
入
れ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
熱
交
換
器
の
価
格
で
す
が
、

当
所
で
試
験
を
行
っ
て
い
る
3
6
0

×
3
6
0
×
2
4
0
㎜
の
大
き
さ
で
、

約
16
万
円
で
す
。
標
準
風
量
が
3
・
8

㎥
／
分
（
2
2
8
㎥
／
時
）
で
す
の
で
、

発
酵
容
積
40
㎥
程
度
の
縦
型
強
制
発
酵

装
置
ま
で
適
用
が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
適
用
範
囲
に
つ
い
て
も
今
後
お
示

し
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

�

　

主
任
研
究
員　

川
村
英
輔
）

道
の
水
圧
で
行
い
、
流
入
水
量
は
2
ℓ

／
分
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
入
排
気
温
度

及
び
熱
交
換
機
の
入
排
気
温
度
及
び
入

排
水
温
度
を
温
度
計
に
よ
り
10
分
間
隔

で
計
測
す
る
と
と
も
に
電
磁
式
流
量
計

に
て
排
気
風
量
を
計
測
し
ま
し
た
。

10
℃
の
水
が
約
30
℃
の
温
水
に
な
る

　

密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
入
排
気
の
温

度
は
、
外
気
を
取
り
込
ん
だ
入
気
が
平

均
で
5
・
1
℃
、
排
気
が
平
均
で
44
・

6
℃
で
し
た
。
密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の

排
気
風
量
は
、
1
㎥
／
分
で
、
発
酵
槽

内
の
発
酵
温
度
は
最
高
温
度
が
60
℃
以

上
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
排
気
の
最
低

～
最
高
温
度
は
、
31
・
5
～
53
・
2
℃
で

し
た
。

　

密
閉
縦
型
発
酵
装
置
の
44
・
6
℃
の

排
気
は
、
熱
交
換
器
に
導
入
す
る
ま
で

の
間
（
図
2
）
に
外
気
温
5
・
1
℃
に

直
接
触
れ
る
む
き
出
し
状
態
の
塩
ビ
配

管
（
1
5
0
Ａ
及
び
75
Ａ
）
で
約
12
m

を
通
過
す
る
間
に
41
・
4
℃
と
な
り
、

3
・
2
℃
低
下
し
ま
し
た
。

　

次
に
熱
交
換
器
の
入
排
気
温
度
は
、

平
均
で
入
気
が
41
・
4
℃
、
排
気
が
30
・

1
℃
で
し
た
。
ま
た
、入
排
水
温
度
は
、

平
均
で
入
水
が
10
・
1
℃
、
排
水
が
29
・

8
℃
で
あ
り
、
10
・
1
℃
の
水
道
水
が

熱
交
換
器
で
19
・
7
℃
上
昇
し
ま
し
た

（
図
4
）。

　

本
試
験
の
条
件
（
ガ
ス
：
1
㎥
／
分
、

水
：
2
ℓ
／
分
）
で
は
、
10
℃
の
水
が

約
30
℃
の
温
水
と
な
り
、
1
日
あ
た
り

に
換
算
す
る
と
2
・
9
㎥
の
温
水
が
得

ら
れ
る
計
算
で
す
。

　

先
に
示
し
た
よ
う
に
熱
交
換
器
の
入

家
保
だ
よ
り

り
よ
た
山
野
大

豚
流
行
性
下
痢

（
P
E
D
）に
御
注
意
を

　

平
成
二
十
五
年
十
月
に
我
が
国
で
は

七
年
ぶ
り
に
発
生
の
あ
っ
た
豚
流
行
性

下
痢
（
P
E
D
）
は
、
平
成
二
十
六

年
六
月
十
六
日
現
在
、
三
十
八
道
県

七
六
六
件
で
発
生
し
、
全
国
規
模
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。
本
県
で
も
五
月
に
一

件
三
五
四
頭
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た

が
、
発
生
農
場
お
よ
び
関
係
機
関
の
ま

ん
延
防
止
対
策
に
よ
り
他
農
場
へ
の
拡

大
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を
徹

底
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｄ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止

に
御
尽
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
病
の
原
因
は「
Ｐ
Ｅ
Ｄ
ウ
イ
ル
ス
」

で
、
豚
・
い
の
し
し
に
感
染
し
ま
す
。

水
様
性
下
痢
と
嘔
吐
を
主
な
症
状
と

し
、
特
に
十
日
齢
以
下
の
ほ
乳
豚
で
高

率
に
死
亡
し
ま
す
。
成
長
し
た
豚
で
は

発
症
し
て
も
一
週
間
程
度
で
回
復
し
、

ま
た
、発
症
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

本
病
の
対
策
は
、
農
場
内
へ
の
関
係

者
以
外
の
立
入
禁
止
、
踏
み
込
み
消
毒

槽
の
設
置
、
農
場
内
専
用
の
作
業
着
・

長
靴
な
ど
の
使
用
、
車
両
消
毒
お
よ
び

毎
日
の
健
康
観
察
な
ど
が
重
要
で
す
。

さ
ら
に
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
再
度
御

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
食
肉
処
理
場

や
家
畜
市
場
に
出
入
り
し
た
際
は
、
農

場
に
戻
る
前
に
車
両
洗
浄
・
消
毒
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

運
転
席
及
び
農
場
内
に
持
ち
込
む
器
具

な
ど
も
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
生
農
場
の
精
液
か
ら
ウ
イ
ル

ス
の
遺
伝
子
が
検
出
さ
れ
た
事
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
精
液
を
購
入
す
る
際
に

は
、
精
液
供
給
元
か
ら
情
報
を
収
集
し

た
う
え
で
、
入
手
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｄ
に
有
効
な
消
毒
薬
は
ア
ル

コ
ー
ル
や
逆
性
石
け
ん
系
消
毒
薬
等
の

幅
広
い
消
毒
薬
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
内
で
は
母
豚
接
種
用
ワ
ク
チ

ン
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
分
娩
前
の
母
豚
に
二
回
接
種

し
、
分
娩
後
ほ
乳
豚
が
乳
汁
を
不
断
に

吸
飲
す
る
こ
と
で
、
腸
管
が
抗
体
を
含

ん
だ
乳
汁
で
覆
わ
れ
、
感
染
量
を
低
減

さ
せ
る
も
の
で
す
。用
量
・
用
法
を
守
っ

て
適
切
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
県
央
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健
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）

　

今
年
度
最
初
の
お
便
り
と
成
り
ま
し

た
。
昭
和
四
十
三
年
に
皆
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
開
牧
、
以
後
毎
年
皆
様
か

ら
優
秀
な
子
牛
を
預
か
り
今
年
の
四
月

二
日
に
最
後
と
な
る
四
十
九
頭
が
入

牧
、
実
に
累
計
で
三
千
三
百
八
十
四
頭

に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
は
病

気
で
死
ん
だ
牛
、
骨
折
等
の
事
故
で
死

ん
だ
牛
、
繁
殖
障
害
等
に
よ
り
不
受
胎

で
戻
っ
て
し
ま
っ
た
牛
な
ど
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
牛
も
た
く

さ
ん
お
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
そ
の
よ
う
な
事
が
起
き
な
い
よ
う

小
山
町
の
円
通
寺
に
お
参
り
し
て
、
牛

の
健
康
・
安
全
を
願
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
入
っ
た
新
入
生
達
も
集

団
行
動
に
も
慣
れ
、
序
列
も
で
き
喧
嘩

も
お
さ
ま
り
ま
し
た
。
舎
飼
か
ら
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
各
個
体
の
健
康
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
馴
致
放
牧
か
ら
本
放

牧
へ
と
移
行
、
今
で
は
毎
日
放
牧
地
の

牧
草
を
食
べ
、
元
気
一
杯
足
腰
を
鍛
え

て
お
り
ま
す
。
牧
道
近
く
の
パ
ド
ッ
ク

に
い
る
時
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
等
で
訪
れ

る
方
々
に
愛
嬌
を
振
り
ま
き
、
癒
し
を

与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
順

調
に
夏
を
越
し
た
ら
ぼ
ち
ぼ
ち
種
付
け

で
す
。ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
対
策
も
万
全
、

楽
し
み
に
結
果
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

又
、
昨
年
度
（
平
成
二
十
五
年
度
入
牧

牛
）
の
牛
は
前
回
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
順
調
に
発
育
し
全
頭
が
受
胎
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
流
産
な
ど
起

き
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
管

理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
五
月
二

十
五
日
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
の
「
小
さ
な
旅
」
を
ご
覧
に
な
ら

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
山

北
町
に
焦
点
を
あ
て
た
番
組
で
、
こ
の

牧
場
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
好

評
で
放
映
以
後
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
神

奈
川
県
に
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
、

ま
た
、
知
っ
て
は
い
た
が
こ
の
放
映
を

き
っ
か
け
に
訪
れ
た
と
言
わ
れ
る
方
が

多
く
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
で
も
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
牧
歌

的
景
観
も
維
持
す
べ
く
職
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場　

原
田
）

図１　熱交換器の概念図
図２　密閉縦型発酵装置の排気の配管と

熱交換器の位置関係

図３　熱交換器の概要

図４　密閉縦型発酵装置からの熱収支

図５　排気熱量の灯油換算


